
 

 

障害者基礎調査について 

 

目的 

 今後講ずべき障害者施策の検討を行う ため、障害者の実態調査を行う 。 

 

調査内容 

・基本属性、生活・収入の状況、教育（就学）状況、就労状況、福祉・医 

療サービスの利用状況、障害者への理解、行政施策へのニーズ 等 

 具体的調査項目（イメージ）：別紙 

 

調査方法等 

・調査客体： 

  身体障害者手帳所持者（1,000 人） 

  療育（愛護）手帳所持者（500 人） 

  精神障害者保健福祉手帳所持者（500 人） 

  発達障害者（自閉症、ア スペルガー、Ａ Ｄ ／Ｈ Ｄ 、Ｌ Ｄ 団体会員：500

人） 

   計 2,500 人（想定回収率：55％ （1,375 人）） 

・調査方法： 

  アン ケート 郵送方式 

 

調査時期(予定) 

 9 月～10 月 
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